




































宮坂光次は、 「発見伝説」を次のように分類している。一つは「猟師・樵夫・亡命者等によって発見された温泉」 、また「鳥獣に教えられ発見した温泉」 「神仏に導かれて発見した温泉」 「高僧に発見された温泉」 「偉人に発見開湯された温泉」 「山姥・天狗等変化物の湯」 「温泉の冷却と移動に関する伝説」というように、内容によって詳細に七分類している。そ て「鳥獣に教えられて発見した温泉」では、 鳥獣などにも、自然泉や温泉をめがけて まり、好んでこれ 浴する風習のあることは、まぎれのない事実である」と述べ、信心深い昔の人はそれを鳥獣の習性とは考えずに神仏の使者や化現と考えた 指摘して
























































































































































連中で占められているので、 此所には人間的に差別も階級意識もなく、富めるものも貧しきものも一視同仁、全くの民主的な療養本意に作られた所であり、周囲には二軒 雑貨店と一軒のそばやと民家が二三あるだけで一見不自由な土地に思うが、旅舘内 ある四カ所の売店と理髪店、郵便局も廊下伝いに利用出来るし溫泉医学研究所には医師が出張して何時でも診察がしても える行届いた施設がある で安心して保養が出来 。　
旅舘部三十室、自炊部百三十室、外に会議室娛楽演芸場があつて定
期的に映画の上映もあり東北巡業 芸能人が屢々保養と慰安の興行が催され、浪花節、漫談 ショウに楽団演奏、芝居映画と今月に這入つて六回も公開された。これは舘主の特別な配慮によ もので演芸場使用料から出演者の宿泊料まで一切無料でサービスするために最近競つて此んな草深い土地へ訪れる傾向があると言う。　
鉛温泉は療養のための宿であり、客の間に階級意識はないとある。
皆が体の故障を治癒するため 滞在してい 湯治宿本来の姿がみる。売店や理髪店、また郵便局が揃っているのは、昭和初期からのようである。先 図７と比較して変化がみられるのは 温泉医学研究所という医師の診察が受けられる診療所 でき 点だろう。旅館に滞在する人々が必要とするすべてのものが集ま といえる。　
自炊部の方が旅館部よりも圧倒的に規模が大きいのは、自炊しなが














から、村の人々がこぞってやっ 来ていたようだ。地元の青年や 婦達の宴会が催されて、盆踊りや田植踊りが行われている。村 に関わらず、賑やかな酒宴は連日のように行われ お 湯に入り馳走を食して楽しむ人々の様子がみて取れる。　
目の湯は川沿いに離れてあることから、野良仕事帰り 人も多く利




を補つてなお余りある のがあつた 此所では社会的な地位も身分も一文の値打がなく、富めるも貧 きも多少の相違はあつても同じ間代

































































一七五一年から一七六 年の頃である。発見の経緯についての記載はない。その後湯に関わることなく時が過ぎ、その子に当たる三之助が負傷したことから、試みに仮小屋を設けて湯に浴したところ、傷が忽ち癒えたので、湯の効能を知った いう。天明六年（一七八六）のことである。藤井氏の本家では、長男が三右衛門と三之助の二つの名を順に襲名しているのがわ る。藤三旅館の名は、藤井の藤と長男 名の三から付けられ 名称だったわけであ 。　
天明八年（一七八八）には浴場を開く家屋を造り、寛政元年


























の伝説が付加されたような違和感がある。鉛温泉が芸人の集ま 温泉地であったことを考えれば、 他所の話が入ってきても不思議では い。地元に多くみられる照井の名前 出ていることから、少な とも旅館に直接関わらない近在者の喧噪への思いが、この伝説に 表れていと考えられる。　
湧口を見つけた藤井三之助が天明七年に安浄寺の應専和尚に就いた


























慶応二年といえば、利綱公が鉛温泉で湯治した年である。確かにこの人物は「鉛村八景」の序を記していることから、利綱公の来湯 折りに温泉の由来や鶏卵の伝説を知ったと理解できる。前掲の「一説に」以下の文は、この「題鉛郷温泉」に拠ったのがわ る。なお、これらを紹介した 、案内を務めた 当主である。　
本文で注意を引くのは、 藤井氏が眷属だと記されている箇所である。







村を賜り、膝立藏人と名乗り、その子膝立弾正輝忠公（後の花巻安浄寺の開祖）の郎党で輝忠公が永享十二年（一四四〇）江刺勢と私闘して利あらず、当鉛村に敗走して来て 寺小屋を開塾し、またその郎党は附近の林野 開拓し、木樵百姓などに変じ世を忍ぶ生活を営んでいたといわれている。そ 後 宝暦年間（一七五〇 頃） 、子孫の三右エ門が大衆の浴場とすべく安浄寺住職のはからいで役司の許可を得、当時の大飢饉・震災等の苦難を克服しながら天明六年（一七八六）の代となって初めて長屋を建て 温泉旅館業を開始したと言われている。　
先にみた記述より古い温泉発見である。白猿の関わる経緯は同じだ





業忠公が円満寺膝立村を賜り膝立蔵人と名乗り其 子膝立弾正輝忠公（後 花巻安浄寺開基） 郎党で輝忠公永享十二年江刺勢と私闘し利非ずして当鉛村に敗走
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浄寺の巻物を写して扁額に書か たものである。巻物 所在は詳らかではない。天保十二年（一八四一）の年号と客人那須川義武の名もみえるが、詳細は不明だ。 『湯口郷土誌』の内容 ほぼ等しいのは、本書がこの巻物、もしくは に拠ったためであろう。　
さて、これらの資料で注目されるのは、藤井家遠祖にまつわる記述
である。遠祖は稗貫城主藤原千夜又丸の三男業忠公 よ にも読めるが、円万寺膝立村を賜った膝立藏人の子膝立弾正輝忠公の郎党 も読める。輝忠公は、後の花巻安浄寺の開祖とある。　
永享十二年（一四四〇）に江刺勢と私闘した後に鉛村に敗走し、輝





膝立蔵人と名乗ったとある。その嫡男である弾正輝 が、江刺氏と争い破れそうになって鉛に敗走したというのは、 『湯口郷土誌』や扁額の内容と違うところはない。もっとも本縁起 安浄寺開基四五〇年忌に当たって昭和一五年に作られた新しいものである。　
資料にあった千夜叉丸だが、稗貫千夜叉丸という人物の名が史実に


























や安浄寺縁起等にあった「輝忠公は円万寺膝立村を賜り 膝立藏人と名乗り」の通りになる。鉛地区に多くみられる藤井氏は、稗貫城主三男を守るために鉛の地に逃れ付いた家臣の姓であり その後主人敵から守りながら樵に身をやつしてい 時に、白猿を見かけて湯 湧
出を知ったといわれているのがわかる。稗貫城主の三男が千夜叉丸なのかどうかは不明だが、主人と共に鉛の地に隠れ住んでいたのは確かなようだ。仮小屋を建てたのが嘉吉三年とあったのは、鉛地区に住みついた当時の年を指して るようだ。移り住んで間もなく湯 湧出を知ったのか、一族の歴史 記憶に留めるため こ 年号を伝えているのか、そのどちらかだろう。　
そして、寛政一二年（一八〇〇）に三之助の子である三右衛門が、




てきた温泉発見伝説の分類には動物 関わるも が共通してみられることから、動物の関わる伝説は発見伝説 中でも重要な位置 占めていると考えられる。　
今回、白猿に由来するといわれる岩手県花巻市の鉛温泉の歩みを文
献や聞書きによって分析した結果、藤井氏が一族で営ん きた鉛温泉の背景には、思わぬ落人伝説が隠れていたことがわかった。山深いで主を守りながら身を潜ませる生活の中で、初めて温泉の発見が可能になったともいえる。一見すると樵 登場する普通の伝説と見做しがちだが、詳細に辿ることで藤井氏一族の族祖 承でもあること 明らかになった。本稿は、鉛温泉の発見伝説の深層に、わずかな らも光を当てることができたと　
また、温泉発見のきっかけとなったのは、傷ついた猿との出合いで





あった。白猿の白は霊威の強調とも考えられるが、 一方でアルビノや、年老いた猿の姿の場合もある。多くの動物がそうであるように、老いた猿の体毛も次第に白色化していく。当主の話では、十三 四年前にも旅館近くで二、 三匹 猿が目撃されたことがあり、 これを見た人々は白猿の子孫なのではないかと語っ た 鉛温泉の人々にとって、白猿は身近な隣人ともいえる存在のようだ。野生の猿が湯に入 様子は、今日で 長野県の地獄谷温泉で目にすることができる。　
猿の湯浴みを見て人々は温泉のありかを知り、猿がこれを教えてく











日本温泉協会編・刊 温泉大鑑』 一九三五。後に改題改訂版の 日本温泉大鑑（博文館一九四一）が出されている。同書六五六〜六八一頁。
⑸
 


























































































金子定一「稗貫家の研究（一） 」 （ 『猿ケ石叢書』第四三巻第三八輯
　
東和郷
土研究会一九六五所載） 七頁。松井道圓『和賀稗貫郡村志』 （ 「早池峰文化」第一二号大迫町教育委員会編・刊二〇〇〇所載）七三頁等。
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二〇一五年七月二八日現地調査。
［附記］鉛温泉の調査では、藤三旅館の藤井祥端氏と藤井裕子氏、安浄寺の膝立氏に大変お世話になりました。ここに御礼申し上げます。また、お話を聞かせていただいた照井マツ様には、感謝と共に心からご冥福をお祈りいたします。
